保育唱歌 「六球」 の歌詞推敲について : 豊田芙雄の自筆文書から by 東 ゆかり & Yukari Azuma
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要旨
本研究の目的は、東京女子師範学校附属幼稚園開設
時に日本人初の保母となった豊田芙雄（1845－1941）
が歌詞を作成した保育唱歌「六球」について、豊田自
筆の6種類の文書の分析を通して、従来の保育唱歌研究
の中でその存在が謎に包まれていた「六球」の唱歌が
どのようにして作られたのか、その一端を明らかにす
ることにある。文書の分析の結果、 9曲からなる「六
球」の唱歌は、最初の1曲が作られ、それに続けて赤
色から間色までの8曲がほぼ同時に作成されていたこ
とがわかった。特に、赤色・黄色・青色の3曲につい
ては、何度も歌詞の推敲がおこなわれていたことが明
らかになった。
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